
【重要】新型コロナウイルス感染症の影響に伴う特別研究員の採用期間の取扱いについて

（理：研究支援係） 

***************************************************************** 

学振特別研究員 各位  

 

お世話になっております。研究支援係の村上です。  

 

標記のことについて、7月 28 日及び 8月 3 日付け JSPS より  

添付のとおり直接通知があったかと存じますが、  

採用期間の中断及び延長を希望する場合は、下記により申請願います。  

 

○対象：特別研究員で、新型コロナウイルス感染症の影響により  

    研究活動に支障が出たために中断及び延長を希望する者。  

 

○必要書類：様式 1-1「中断願」を研究支援係に紙媒体で提出願います。  

 

○提出締切：中断開始日の 40 日前まで  

 ※採用中断を遡って申請する場合は、10月 21日（水）までに必要書類を  

  研究支援係に提出願います。  

 

◆注意事項  

・制度の詳細は別添をご参照願います。なお、別添に記載の締切によらず  

 上記締切を厳守願います。  

 

・別添 1 の「１ 令和 2年度に採用期間が終了する特別研究員（DC1、DC2）の  

 特例取扱い」については、  

 新型コロナウイルス感染症の影響により、特別研究員の研究活動に影響が生じ  

 修了年度が翌年度になった場合（留年した場合）、これに該当します。  

 

・別添 1 の「３（その他）科学研究費助成事業「特別研究員奨励費」の取扱い」  

 については、別添 3 をご参照願います。  

 （繰越申請手続きは、例年 12 月頃に学振より通知があります。）  

 

 



－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

〒980-8578  

住所  ：宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉 6-3  

東北大学理学研究科・理学部総務課研究支援係  

村上 真惟  

TEL   ：022-795-3798  

FAX   ：022-795-6363  

e-mail：sci-kenkyu@grp.tohoku.ac.jp     

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－  

 

mailto:sci-kenkyu@grp.tohoku.ac.jp
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学 振 養 第 ７ ４ 号 

令和２年７月２８日 

 

特別研究員 各位 

 

                  独立行政法人日本学術振興会 

                               理事長 里見 進 

（公印省略） 

 

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う特別研究員の採用期間の取扱いについて（通知） 

 

 日本学術振興会は、採用となった特別研究員（ＳＰＤ、ＰＤ、ＲＰＤ、ＤＣ１、ＤＣ２）に対して申

請書の研究計画（３年間又は２年間）に基づく研究に専念することを義務付けるとともに、研究奨励金

を支給しています。 

こうした中、新型コロナウイルス感染症の影響による日々の研究活動への様々な支障等を考慮し、特

別研究員が希望する場合には、下記のとおり採用期間の中断（以下、「採用中断」という。）及び延長を

可能とする取扱いをすることとしましたので、お知らせいたします。 

また、大学において在学期間の延長の措置がとられる場合における特別研究員（ＤＣ１、ＤＣ２）の

採用期間の延長希望に柔軟に対応すべく、下記のとおり特例取扱いを設けることとしました。令和２年

度に採用期間が終了する特別研究員（ＤＣ１、ＤＣ２）は、本特例取扱いの内容を十分にご確認いただ

き、特例取扱いを希望される場合は必要な手続きを行ってください。 

 なお、十分な研究活動が困難な状況にあっても、今後の研究計画の遂行状況を考慮し、本通知におけ

る取扱いを活用した採用期間の延長を希望されない場合は、特に手続きを行う必要はありません。 

 

記 

１ 採用期間の中断及び延長について 

 (1) 対象者 

  特別研究員であって新型コロナウイルス感染症の影響により研究活動に支障が出たために、採用期

間の中断及び延長を希望する者を対象とします。 

 

 (2) 中断及び延長できる回数、期間 

  原則として、一回とします。 

  採用中断の開始日は、令和２年４月～令和３年３月までのうち、新型コロナウイルス感染症の影響

により研究活動に支障が出た月の初めからとし、一ヶ月単位で承認することとします（採用中断の開

始日を手続時点より遡って申請することも認めます。）。中断した月数について、採用期間を延長しま

す。 

  なお、本取扱いによる採用中断期間は、原則として通算１２ヶ月を上限とします。 

 

（3）研究再開準備支援 

   本格的な研究再開に向け短時間の研究継続を希望する者は、採用中断の期間内において全部又は一

部の期間について研究再開準備支援の扱いを受ける事ができ、申請の際は支援期間を２ヶ月単位で申

請し、承認された月数の２分の１の期間につき、採用期間を延長します。 
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 (4) 研究専念義務及び資格 

  採用中断中は、特別研究員としての研究計画に基づく研究専念義務を免除しますが、当該年度の全

ての期間において採用を中断した場合を除き、研究報告書は従来どおり提出して頂きます。また、採

用中断中も、研究活動を制限するものではありません。 

  なお、採用中断中であっても特別研究員としての資格は継続します。 

 

 (5) 特別研究員（ＤＣ１、ＤＣ２）が休学した場合の取扱い 

  特別研究員（ＤＣ１、ＤＣ２）については、大学院博士課程を休学した場合は、特別研究員の資格

を喪失することとなっておりますが、新型コロナウイルス感染症の影響による研究活動への支障を理

由とした特別研究員の採用中断中に限っては、大学院博士課程を休学した場合でも、特別研究員の資

格は継続することとします。 

 

 (6) 研究奨励金の取扱い 

  採用中断中は、研究奨励金の支給を中断します。採用期間を再開した月から研究奨励金の支給を再

開します。（採用中断を遡って申請した場合、既に支払われた採用中断中の研究奨励金の返還の取扱

いについては、別途通知します。） 

  延長期間に支給する研究奨励金の額は、延長期間において適用される額となります。 

  なお、研究再開準備支援の期間については、研究奨励金月額の半額を支給します。 

 

 (7) 手続き 

  「新型コロナウイルス感染症の影響に伴う特別研究員採用中断願」（別記様式 1-1）に必要事項を記

載し、中断開始日の１ヶ月前までに受入機関の事務局を経由して本会までご提出下さい。なお、提出

にあたり、大学の入構制限等により、受入機関の機関長印や受入研究者印（自署も可）を入手するこ

とが困難な場合には、機関長印や受入研究者印が押された書類を PDFファイルに変換し、受入機関の

事務局より本会まで電子メールにて提出することも可能とします。また、採用を再開する際には「新

型コロナウイルス感染症の影響に伴う特別研究員採用中断再開願」（別記様式 1-2）の提出が必要とな

りますので、中断願と同様の手続きにより再開日の１ヶ月前までにご提出頂くこととなります。（採

用中断を遡って申請する場合の申請時期等については、別途通知します。） 

 

２ 令和２年度に採用期間が終了する特別研究員（ＤＣ１、ＤＣ２）の特例取扱い 

今回の特例取扱いは、新型コロナウイルス感染症の影響による研究活動への様々な支障等が生じるな

どの事情を踏まえ、特別研究員（ＤＣ１、ＤＣ２）の希望に基づき、採用期間の延長を可能にするため

の措置です。 

 

 (1) 対象者  

本通知では、令和２年度に採用期間が終了する予定の特別研究員（ＤＣ１、ＤＣ２）のうち、前述

の特例措置を希望する者を対象とします。 

   採用中断後の延長期間を超えて延長を希望する場合についても対象となります。 

 

(2) 延長可能な採用期間  

希望を踏まえ延長できる採用期間は、特別研究員の採用終了時点から新型コロナウイルス感染症の

影響により、大学が延長を認める在学期間（原則最大６か月）とします。また、研究計画の進行状況
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等を踏まえ、延長できる採用期間は１ヶ月単位で設定することができます。 

 

 (3) 研究専念義務及び資格  

本通知による延長後の採用期間についても、特別研究員（ＤＣ１、ＤＣ２）としての資格を有し研

究計画に基づく研究専念義務がありますので、研究報告書は従来どおり提出してください。 

ただし、延長後の採用期間中は、「令和２年度日本学術振興会特別研究遵守事項および諸手続きの

手引」に記載の「報酬受給の制限」の規定は適用しないこととします。 

 

 (4) 研究奨励金の取扱い 

延長前の採用期間（３年間又は２年間）において、当初予定された研究奨励金の支給は完了します。 

なお、令和３年度予算において財務状況が許せば採用延長期間の研究奨励金についても、別途追加

支給を検討します。 

 

(5) 手続き 

採用期間の延長を希望する特別研究員（ＤＣ１、ＤＣ２）は、採用が終了する日の１ヶ月前までに

「新型コロナウイルス感染症の影響による採用期間の延長願」（別記様式 2）を受入機関の事務局を経

由して提出してください。その際、受入研究者及び受入機関の部局長の承認が必要になりますので、

ご留意ください。 

なお、上記１(7)と同様、受入機関の事務局が本会まで電子メールにて提出することも可能としま

す。 

  

３ その他 

(1) 特別研究員が採用期間を延長する際の注意事項 

  採用延長期間中に博士の学位を取得した場合、学位取得等に伴う資格変更の手続きが必要になりま

す。「令和２年度特別研究員遵守事項および諸手続の手引」に記載の「Ⅲ-６．採用後の学位取得等に

よる資格の変更（ＤＣからＰＤへの資格変更）について」を確認ください。 

 

 (2) 科学研究費助成事業（科研費）「特別研究員奨励費」の取扱い 

採用期間の延長に際し、特別研究員が交付を受けている「特別研究員奨励費」について、繰越し手

続きが必要となった場合には、科学研究費助成事業で定める所定の手続きを行ってください。手続き

を行い繰越しが認められた場合には、本通知による延長後の採用期間において「特別研究員奨励費」

による研究活動を行うことが可能となります。 

なお、採用延長期間分については、別途新たに「特別研究員奨励費」に応募することはできません。 

 

 本取扱いに関しご不明な点などは、本件照会先までお問い合わせ下さい。 

 

 

【本件照会先】 

〒102-0083 東京都千代田区麹町 5-3-1 麹町ビジネスセンター 

独立行政法人日本学術振興会 人材育成事業部 研究者養成課 

e-mail: yousei3@jsps.go.jp、 TEL:03-3263-4998 

mailto:yousei3@jsps.go.jp、


 

 

 

 

 

採用年度  

資  格 ☐ SPD ☐ PD ☐ RPD ☐ DC2 ☐ DC1  

書面合議・面接審査区分  

受付番号  

令和  年  月  日 

独立行政法人日本学術振興会理事長 殿 
 

フリガナ  

登 録 名   印 

 

下記のとおり、新型コロナウイルス感染症の影響による「採用中断」を希望しますので承認

願います。 

記 

 

１．中断期間：令和  年  月  ～ 令和  年  月（  ヶ月間 ） 
 
２．研究再開準備支援：令和  年  月  ～ 令和  年  月（  ヶ月間 ）※1参照 
 
３．研究計画が遅れた理由（１の中断期間とした理由）（注）具体的な理由を簡潔に記入してください。 

 

 

 
 
４．中断中の連絡先（住所は国内に限る）  

〒 

Tel: E-mail: 
 

上記のとおり特別研究員が採用を一時中断することを承諾いたします。 

受入研究者 

所属機関・部局・職名・氏名： 印                                      

上記のとおり願い出がありましたので、よろしくお取り計らい願います。 

令和  年  月  日 

部局長 ＊研究機関長でも可 

所属機関・職名・氏名： 職印 

※1 採用中断の期間内において全部又は一部の期間について研究再開準備支援の扱いを受ける事ができます。申請の際は支

援期間を２ヶ月単位で申請し、承認された月数の２分の１の期間につき、採用期間を延長します。 

※2 特別研究員本人及び受入研究者の氏名欄は、自署の場合は押印を省略できます（自署以外は押印ください）。 

※3 部局長は、受入研究者の所属部局の長になります。 

※4 機関長印や受入研究者印が押された書類を PDF ファイルに変換し、受入機関の事務局より本会まで電子メールにて提出

することも可能とします。 

※5 科研費（特別研究員奨励費およびその他研究種目）の交付を受けている場合は、別途手続きが必要となりますので、予

め受入研究機関の事務局に確認してください。 

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響

に 伴 う 特 別 研 究 員 採 用 中 断 願  

別記様式１-１ 



 

 

 

 

 

 

採用年度  

資  格 ☐ SPD ☐ PD ☐ RPD ☐ DC2 ☐ DC1  

書面合議・面接審査区分  

受付番号  

令和  年  月  日 

独立行政法人日本学術振興会理事長 殿 

 

フリガナ  

登 録 名   印 

 

下記のとおり、新型コロナウイルス感染症の影響による「採用中断再開
．．

」を希望しますので

承認願います。 

 

記 

 

１．再開日：令和  年  月  日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記のとおり特別研究員の採用を再開することを承諾いたします。 

受入研究者 

所属機関・部局・職名・氏名： 印                                      

上記のとおり願い出がありましたので、よろしくお取り計らい願います。 

令和  年  月  日 

部局長 ＊研究機関長でも可 

所属機関・職名・氏名： 職印 

 

※1 特別研究員本人及び受入研究者の氏名欄は、自署の場合は押印を省略できます（自署以外は押印ください）。 

※2 部局長は、受入研究者の所属部局の長になります。 

※3 機関長印や受入研究者印が押された書類を PDF ファイルに変換し、受入機関の事務局より本会まで電子メールにて提出

することも可能とします。 

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響

に 伴 う 特 別 研 究 員 採 用 中 断 再 開 願  

別記様式１-２ 



 

 

 

 

 

 

採用年度  

資  格 ☐ DC2 ☐ DC1  

書面合議・面接審査区分  

受付番号  

令和  年  月  日 

独立行政法人日本学術振興会理事長 殿 
 

フリガナ  

登 録 名   印 

 

下記のとおり、新型コロナウイルス感染症の影響による「採用期間の延長
．．

」を希望しますので

承認願います。 

 

記 
 

１．当初の採用終了日：令和  年  月  日 
 

２．延長後の採用終了日：令和  年  月  日 
 

３. 研究計画が遅れた理由（２の延長後の採用終了日とした理由）（注）具体的な理由を簡潔に記入してください。 

 

 

 

 

上記のとおり特別研究員が採用期間を延長することを承諾します。 

受入研究者 

所属機関・部局・職名・氏名： 印                                      

上記のとおり願い出がありましたので、よろしくお取り計らい願います。 

令和  年  月  日 

部局長 ＊研究機関長でも可 

所属機関・職名・氏名： 職印 

※1 延長できる採用期間は、特別研究員の採用終了時点から新型コロナウイルス感染症の影響により、大学が延長を認める在学期   

間（原則最大６か月）とし、１ヶ月単位で設定することができます。 

※2 特別研究員本人及び受入研究者の氏名欄は、自署の場合は押印を省略できます（自署以外は押印ください）。 

※3 部局長は、受入研究者の所属部局の長になります。 

※4 機関長印や受入研究者印が押された書類を PDF ファイルに変換し、受入機関の事務局より本会まで電子メールにて提出する

ことも可能とします。 

※5 科研費（特別研究員奨励費およびその他研究種目）の交付を受けている場合は、別途手続きが必要となりますので、予め受入

研究機関の事務局に確認してください。 

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響

に よ る 採 用 期 間 の 延 長 願  

別記様式２ 



新型コロナウイルスの影響により研究活動に支障が出ているのか？

YES

NO

博士課程の最終年次に在籍しているのか？
（ＤＣ１、ＤＣ２の採用期間が令和２年度に終了するのか？）

YES

（大学が在学期間延長を認
める場合、）在学期間を延
長するのか？

YES

特別研究員の採用期間を中
断するのか？特別研究員の採用期間を中

断するのか？

NO

【採用期間】
大学が延長を認める在学期間ま
での延長が可能。

【研究奨励金】
延長前の採用期間で支給が完了
する。
（令和３年度予算において財務状況
が許せば、大学が延長を認める在学
期間までの追加支給を検討）

【採用期間】
特別研究員の採用中断期間分の
採用期間の延長に加え、大学が
延長を認める在学期間までの延
長が可能。

【研究奨励金】
特別研究員の採用中断中は支給
を中断し、採用再開後に支給を
再開する。中断期間分の延長期
間で支給が完了する。
（令和３年度予算において財務状況
が許せば、大学が延長を認める在学
期間までの追加支給を検討）

特別研究員の採用期間を中
断、かつ大学が認める在学
期間の延長をするのか？

【採用期間】
特別研究員の採用中断期間分、
採用期間が延長。

【研究奨励金】
特別研究員の採用中断中は支給
を中断し、採用再開後に支給を
再開する。

【採用期間】
当初の予定通り執行。

【研究奨励金】
当初の予定通り執行。

YES YESYES

いずれも
NO

NO

採用の中断及び延長（通知１） 大学が認める在学期間の延長
（通知２） （通知１+２） 特段の措置なし

R3.3

中断期間 在学延長期間

R3.3

在学延長期間

R3.3

中断期間

R3.3

＜黄色矢印＞
研究奨励金を
支給する期間

[参考]

[参考][参考][参考]
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事  務  連  絡 

令 和 ２ 年 ８ 月 ３ 日 

 

特別研究員 各位 

 

                  独立行政法人日本学術振興会 

                               人材育成事業部研究者養成課 

 

 

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う特別研究員の採用期間の 

中断及び延長（遡及）の取扱いについて 

 

 

 「新型コロナウイルス感染症の影響に伴う特別研究員の採用期間の取扱いについて（通

知）」（令和２年７月２８日付学振養第７４号）（以下「通知」という。）において、別

途通知することとしておりました採用中断を遡って申請する場合の取扱いについて、下記

のとおり連絡しますので、ご確認いただきますようお願いいたします。 

 

記 
 
（1）遡及できる採用期間の中断開始日  

遡及できる採用期間の中断開始日は令和２年４月～１０月までの月の初めの日とします。 

中断期間は、遡及した中断月を含め１２か月が上限となり、１か月単位での申請となりま

す。また、遡及した中断期間を含めた月数について採用期間が延長します。 

遡及した中断月を含め、研究再開準備支援を適用する場合、その期間は中断期間の全部又

は一部とし、２か月単位での申請となります。また、承認された２分の１の月数について採

用期間が延長します。 

 

（2）研究奨励金（支給済み）の取扱い  

採用期間の中断中は、研究奨励金が不支給となりますので、遡及して採用期間の中断を設

定する場合は、支給済みの研究奨励金を戻入していただく必要があります。 

一方、今後支給が予定される研究奨励金（１２月まで）により、支給済みの研究奨励金を

相殺することができます。ただし、支給済みの研究奨励金に対し、今後支給が予定される研

究奨励金（１２月まで）が不足する場合、当該不足分の月に係る研究奨励金については、本

会まで戻入していただきます。（別添参照） 

 

（3) 手続き  

採用期間の中断を遡って申請する場合、令和２年１０月３０日までに通知に記載の「新型
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コロナウイルス感染症の影響に伴う特別研究員採用中断願」（別記様式 1-1）に必要事項を記

載し、受入機関の事務局を経由して本会まで申請してください。（本会必着：令和２年１０月

３０日（金）） 

また、遡及した中断期間の再開日について、採用再開日が別記様式 1-1 の提出日より前の

場合、「新型コロナウイルス感染症の影響に伴う特別研究員採用中断再開願」（別記様式 1-2）

による申請は不要となります。 

なお、別記様式 1-1 の提出にあたり、大学の入構制限等により、受入機関の機関長印や受

入研究者印（自署も可）を入手することが困難な場合は、機関長印や受入研究者印が押印さ

れた書類を PDF ファイルに変換し、受入機関の事務局より本会まで電子メールにて提出する

ことも可能です。 

 別記様式 1-1の提出について、令和２年１０月３０日（金）までに受入機関の事務局を

経由して本会まで提出することとなっていますが、不明な点等ある場合には、先ずは本件

照会先までお問合せください。 
 

以 上 
 
 
 
 
 
 
 

【本件照会先】 

〒102-0083 東京都千代田区麹町 5-3-1 麹町ビジネスセンター 

独立行政法人日本学術振興会 人材育成事業部 研究者養成課 

e-mail: yousei3@jsps.go.jp、 TEL:03-3263-4998 

mailto:yousei3@jsps.go.jp%E3%80%81


11月以降に採用期間の中断手続きを行う場合は、遡及適用はできませんので、通常どおり中断開始の１ヶ月前までに手続きを行ってください。

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う特別研究員の採用期間の中断及び延長（遡及）の取扱いについて 別 添

研究奨励金の戻入が発生しない場合

研究奨励金の戻入が発生する場合

令和２年に支給済みの研究奨励金については、令和３年１月以降の研究奨
励金（支給予定）において相殺することはできない。

令和2年4月 令和2年5月 令和2年6月 令和2年7月 令和2年8月 令和2年9月 令和2年10月 令和2年11月 令和2年12月 令和3年1月 令和3年2月 令和3年3月

　　　　　採用期間の中断（遡及） 研究活動（研究奨励金の支給なし）

研究奨励金【支給済】（３か月分） （相殺）支給予定の研究奨励金（３か月分）

採用期間の中断
の申請

相 殺

研究奨励金の戻入なし

令和2年4月 令和2年5月 令和2年6月 令和2年7月 令和2年8月 令和2年9月 令和2年10月 令和2年11月 令和2年12月 令和3年1月 令和3年2月 令和3年3月

　　研究奨励金【支給済】（５か月分） 　（相殺）支給予定の研究奨励金（４か月分）

　　　　　採用期間の中断（遡及） 研究活動（研究奨励金の支給なし）戻 入

採用期間の中断
の申請

研究奨励金の戻入（１か月分）

相 殺
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				令和2年4月 レイワ ネン ガツ		令和2年5月 レイワ ネン ガツ		令和2年6月 レイワ ネン ガツ		令和2年7月 レイワ ネン ガツ		令和2年8月 レイワ ネン ガツ		令和2年9月 レイワ ネン ガツ		令和2年10月 レイワ ネン ガツ		令和2年11月 レイワ ネン ガツ		令和2年12月 レイワ ネン ガツ		令和3年1月 レイワ ネン ガツ		令和3年2月 レイワ ネン ガツ		令和3年3月 レイワ ネン ガツ

				　　　　　採用期間の中断（遡及） サイヨウ キカン チュウダン ソキュウ										研究活動（研究奨励金の支給なし） ケンキュウ カツドウ ケンキュウ ショウレイキン シキュウ

				研究奨励金【支給済】（３か月分） ケンキュウ ショウレイキン シキュウ ズ										（相殺）支給予定の研究奨励金（３か月分） ソウサイ シキュウ ヨテイ ケンキュウ ショウレイ キン







				令和2年4月 レイワ ネン ガツ		令和2年5月 レイワ ネン ガツ		令和2年6月 レイワ ネン ガツ		令和2年7月 レイワ ネン ガツ		令和2年8月 レイワ ネン ガツ		令和2年9月 レイワ ネン ガツ		令和2年10月 レイワ ネン ガツ		令和2年11月 レイワ ネン ガツ		令和2年12月 レイワ ネン ガツ		令和3年1月 レイワ ネン ガツ		令和3年2月 レイワ ネン ガツ		令和3年3月 レイワ ネン ガツ

				　　　　　採用期間の中断（遡及） サイヨウ キカン チュウダン ソキュウ										研究活動（研究奨励金の支給なし） ケンキュウ カツドウ ケンキュウ ショウレイキン シキュウ

				　　研究奨励金【支給済】（５か月分） ケンキュウ ショウレイキン シキュウ ズ ゲツブン										　（相殺）支給予定の研究奨励金（４か月分） ソウサイ シキュウ ヨテイ ケンキュウ ショウレイ キン ゲツ ブン















		③		令和2年4月 レイワ ネン ガツ		令和2年5月 レイワ ネン ガツ		令和2年6月 レイワ ネン ガツ		令和2年7月 レイワ ネン ガツ		令和2年8月 レイワ ネン ガツ		令和2年9月 レイワ ネン ガツ		令和2年10月 レイワ ネン ガツ		令和2年11月 レイワ ネン ガツ		令和2年12月 レイワ ネン ガツ		令和3年1月 レイワ ネン ガツ		令和3年2月 レイワ ネン ガツ		令和3年3月 レイワ ネン ガツ

				　　　　　　　　　　　　　　　　　中断開始を4月から10月に設定する場合 チュウダン カイシ ガツ ガツ セッテイ バアイ







		　



































採用期間の中断
の申請

令和２年に支給済みの研究奨励金については、令和３年１月以降の研究奨励金（支給予定）において相殺することはできない。

採用期間の中断
の申請

採用期間の中断の申込
【令和2年10月30日（金）】

相　殺

研究奨励金の戻入なし

研究奨励金の戻入（１か月分）

相　殺
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		①		令和2年4月 レイワ ネン ガツ		令和2年5月 レイワ ネン ガツ		令和2年6月 レイワ ネン ガツ		令和2年7月 レイワ ネン ガツ		令和2年8月 レイワ ネン ガツ		令和2年9月 レイワ ネン ガツ		令和2年10月 レイワ ネン ガツ		令和2年11月 レイワ ネン ガツ		令和2年12月 レイワ ネン ガツ		令和3年1月 レイワ ネン ガツ		令和3年2月 レイワ ネン ガツ		令和3年3月 レイワ ネン ガツ

				　　　　　採用期間の中断（遡及） サイヨウ キカン チュウダン ソキュウ										研究活動（研究奨励金の支給なし） ケンキュウ カツドウ ケンキュウ ショウレイキン シキュウ

				研究奨励金【支給済】（３か月分） ケンキュウ ショウレイキン シキュウ ズ										（相殺）支給予定の研究奨励金（３か月分） ソウサイ シキュウ ヨテイ ケンキュウ ショウレイ キン





		②		令和2年4月 レイワ ネン ガツ		令和2年5月 レイワ ネン ガツ		令和2年6月 レイワ ネン ガツ		令和2年7月 レイワ ネン ガツ		令和2年8月 レイワ ネン ガツ		令和2年9月 レイワ ネン ガツ		令和2年10月 レイワ ネン ガツ		令和2年11月 レイワ ネン ガツ		令和2年12月 レイワ ネン ガツ		令和3年1月 レイワ ネン ガツ		令和3年2月 レイワ ネン ガツ		令和3年3月 レイワ ネン ガツ

				　　　　　採用期間の中断（遡及） サイヨウ キカン チュウダン ソキュウ										研究活動（研究奨励金の支給なし） ケンキュウ カツドウ ケンキュウ ショウレイキン シキュウ

				　　研究奨励金【支給済】（５か月分） ケンキュウ ショウレイキン シキュウ ズ ゲツブン										　（相殺）支給予定の研究奨励金（４か月分） ソウサイ シキュウ ヨテイ ケンキュウ ショウレイ キン ゲツ ブン







		③		令和2年4月 レイワ ネン ガツ		令和2年5月 レイワ ネン ガツ		令和2年6月 レイワ ネン ガツ		令和2年7月 レイワ ネン ガツ		令和2年8月 レイワ ネン ガツ		令和2年9月 レイワ ネン ガツ		令和2年10月 レイワ ネン ガツ		令和2年11月 レイワ ネン ガツ		令和2年12月 レイワ ネン ガツ		令和3年1月 レイワ ネン ガツ		令和3年2月 レイワ ネン ガツ		令和3年3月 レイワ ネン ガツ

				　　　　　　　　　　　　　　　　　採用期間の中断（遡及） サイヨウ キカン チュウダン ソキュウ														研究活動
（研究奨励金の支給なし）

				研究奨励金【支給済】（７か月分） ケンキュウ ショウレイキン シキュウ ズミ ゲツブン														（相殺）支給予定の研究奨励金（２か月分） ソウサイ シキュウ ヨテイ ケンキュウ ショウレイ キン ゲツ ブン



		※ 採用期間の中断を遡及して申請する場合は、令和２年１０月末までに「新型コロナウイルス感染症の影響に伴う特別研究員採用中断願（別記様式1-1）」を提出する必要があります。
（１１月以降に採用期間の中断手続きを行う場合は、遡及適用はできませんので、通常どおり中断開始の１ヶ月前までに手続きを行ってください。） サイヨウ キカン チュウダン ソキュウ シンセイ バアイ マツ ガツ イコウ サイヨウ キカン チュウダン テツヅ オコナ バアイ ソキュウ テキヨウ ツウジョウ チュウダン ゲツ マエ テツヅ オコナ

		　



































採用期間の中断
の申込

令和２年に支給済みの研究奨励金については、令和３年１月以降の研究奨励金（支給予定）において相殺することはできない。

戻　入

採用期間の中断
の申込

採用期間の中断
の申込【期限】

相　殺

研究奨励金の戻入なし

研究奨励金の戻入（１か月分）

研究奨励金の戻入（５か月分）

相　殺

相　殺
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				令和2年4月 レイワ ネン ガツ		令和2年5月 レイワ ネン ガツ		令和2年6月 レイワ ネン ガツ		令和2年7月 レイワ ネン ガツ		令和2年8月 レイワ ネン ガツ		令和2年9月 レイワ ネン ガツ		令和2年10月 レイワ ネン ガツ		令和2年11月 レイワ ネン ガツ		令和2年12月 レイワ ネン ガツ		令和3年1月 レイワ ネン ガツ		令和3年2月 レイワ ネン ガツ		令和3年3月 レイワ ネン ガツ

				　　　　　採用期間の中断（遡及） サイヨウ キカン チュウダン ソキュウ										研究活動（研究奨励金の支給なし） ケンキュウ カツドウ ケンキュウ ショウレイキン シキュウ

				研究奨励金【支給済】（３か月分） ケンキュウ ショウレイキン シキュウ ズ										（相殺）支給予定の研究奨励金（３か月分） ソウサイ シキュウ ヨテイ ケンキュウ ショウレイ キン







				令和2年4月 レイワ ネン ガツ		令和2年5月 レイワ ネン ガツ		令和2年6月 レイワ ネン ガツ		令和2年7月 レイワ ネン ガツ		令和2年8月 レイワ ネン ガツ		令和2年9月 レイワ ネン ガツ		令和2年10月 レイワ ネン ガツ		令和2年11月 レイワ ネン ガツ		令和2年12月 レイワ ネン ガツ		令和3年1月 レイワ ネン ガツ		令和3年2月 レイワ ネン ガツ		令和3年3月 レイワ ネン ガツ

				　　　　　採用期間の中断（遡及） サイヨウ キカン チュウダン ソキュウ										研究活動（研究奨励金の支給なし） ケンキュウ カツドウ ケンキュウ ショウレイキン シキュウ

				　　研究奨励金【支給済】（５か月分） ケンキュウ ショウレイキン シキュウ ズ ゲツブン										　（相殺）支給予定の研究奨励金（４か月分） ソウサイ シキュウ ヨテイ ケンキュウ ショウレイ キン ゲツ ブン















		③		令和2年4月 レイワ ネン ガツ		令和2年5月 レイワ ネン ガツ		令和2年6月 レイワ ネン ガツ		令和2年7月 レイワ ネン ガツ		令和2年8月 レイワ ネン ガツ		令和2年9月 レイワ ネン ガツ		令和2年10月 レイワ ネン ガツ		令和2年11月 レイワ ネン ガツ		令和2年12月 レイワ ネン ガツ		令和3年1月 レイワ ネン ガツ		令和3年2月 レイワ ネン ガツ		令和3年3月 レイワ ネン ガツ

				　　　　　　　　　　　　　　　　　中断開始を4月から10月に設定する場合 チュウダン カイシ ガツ ガツ セッテイ バアイ







		　



































採用期間の中断
の申請

令和２年に支給済みの研究奨励金については、令和３年１月以降の研究奨励金（支給予定）において相殺することはできない。

採用期間の中断
の申請

採用期間の中断の申込
【令和2年10月30日（金）】

相　殺

研究奨励金の戻入なし

研究奨励金の戻入（１か月分）

相　殺
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		新型コロナウイルス感染症の影響に伴う特別研究員の採用期間の中断及び延長（遡及）の取扱いについて





		①		令和2年4月 レイワ ネン ガツ		令和2年5月 レイワ ネン ガツ		令和2年6月 レイワ ネン ガツ		令和2年7月 レイワ ネン ガツ		令和2年8月 レイワ ネン ガツ		令和2年9月 レイワ ネン ガツ		令和2年10月 レイワ ネン ガツ		令和2年11月 レイワ ネン ガツ		令和2年12月 レイワ ネン ガツ		令和3年1月 レイワ ネン ガツ		令和3年2月 レイワ ネン ガツ		令和3年3月 レイワ ネン ガツ

				　　　　　採用期間の中断（遡及） サイヨウ キカン チュウダン ソキュウ										研究活動（研究奨励金の支給なし） ケンキュウ カツドウ ケンキュウ ショウレイキン シキュウ

				研究奨励金【支給済】（３か月分） ケンキュウ ショウレイキン シキュウ ズ										（相殺）支給予定の研究奨励金（３か月分） ソウサイ シキュウ ヨテイ ケンキュウ ショウレイ キン





		②		令和2年4月 レイワ ネン ガツ		令和2年5月 レイワ ネン ガツ		令和2年6月 レイワ ネン ガツ		令和2年7月 レイワ ネン ガツ		令和2年8月 レイワ ネン ガツ		令和2年9月 レイワ ネン ガツ		令和2年10月 レイワ ネン ガツ		令和2年11月 レイワ ネン ガツ		令和2年12月 レイワ ネン ガツ		令和3年1月 レイワ ネン ガツ		令和3年2月 レイワ ネン ガツ		令和3年3月 レイワ ネン ガツ

				　　　　　採用期間の中断（遡及） サイヨウ キカン チュウダン ソキュウ										研究活動（研究奨励金の支給なし） ケンキュウ カツドウ ケンキュウ ショウレイキン シキュウ

				　　研究奨励金【支給済】（５か月分） ケンキュウ ショウレイキン シキュウ ズ ゲツブン										　（相殺）支給予定の研究奨励金（４か月分） ソウサイ シキュウ ヨテイ ケンキュウ ショウレイ キン ゲツ ブン







		③		令和2年4月 レイワ ネン ガツ		令和2年5月 レイワ ネン ガツ		令和2年6月 レイワ ネン ガツ		令和2年7月 レイワ ネン ガツ		令和2年8月 レイワ ネン ガツ		令和2年9月 レイワ ネン ガツ		令和2年10月 レイワ ネン ガツ		令和2年11月 レイワ ネン ガツ		令和2年12月 レイワ ネン ガツ		令和3年1月 レイワ ネン ガツ		令和3年2月 レイワ ネン ガツ		令和3年3月 レイワ ネン ガツ

				　　　　　　　　　　　　　　　　　採用期間の中断（遡及） サイヨウ キカン チュウダン ソキュウ														研究活動
（研究奨励金の支給なし）

				研究奨励金【支給済】（７か月分） ケンキュウ ショウレイキン シキュウ ズミ ゲツブン														（相殺）支給予定の研究奨励金（２か月分） ソウサイ シキュウ ヨテイ ケンキュウ ショウレイ キン ゲツ ブン



		※ 採用期間の中断を遡及して申請する場合は、令和２年１０月末までに「新型コロナウイルス感染症の影響に伴う特別研究員採用中断願（別記様式1-1）」を提出する必要があります。
（１１月以降に採用期間の中断手続きを行う場合は、遡及適用はできませんので、通常どおり中断開始の１ヶ月前までに手続きを行ってください。） サイヨウ キカン チュウダン ソキュウ シンセイ バアイ マツ ガツ イコウ サイヨウ キカン チュウダン テツヅ オコナ バアイ ソキュウ テキヨウ ツウジョウ チュウダン ゲツ マエ テツヅ オコナ

		　



































採用期間の中断
の申込

令和２年に支給済みの研究奨励金については、令和３年１月以降の研究奨励金（支給予定）において相殺することはできない。

戻　入

採用期間の中断
の申込

採用期間の中断
の申込【期限】

相　殺

研究奨励金の戻入なし

研究奨励金の戻入（１か月分）

研究奨励金の戻入（５か月分）

相　殺

相　殺
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